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今月の表紙

・特集　農協の挑戦〜
・女性部合同宿泊研修を開催
・愛別町農業青色申告会
　　第40回定期総会を開催

他
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Ｑ　監事に就任され 10 ヶ月が経ちましたが今のお気持ちをお聞かせください？
Ａ　まだまだ、分からない事ばかりで先輩監事、理事たちに迷惑をかけています。
　　いろいろ教えていただき、勉強中です。

Ｑ　木村常務のインタビューで役職員の意識改革やマンネリ化について ｢組合員や住民目線に立っ
た自己点検を実施…｣ とお話しがありましたが、何か気づいた事があれば教えてください。

Ａ　経営環境が厳しくなればなるほど、組合長を中心に役職員とともにコミュニケーションを図り、
正・准組合員のために乗り越えていかなければならない。

Ｑ　あなたが思うＪＡのあるべき姿をお聞かせください？
Ａ　利用者にはいつも優しく笑顔での接客対応をしてほしい。

Ｑ　若い農業者や農業後継者に期待する事を教えてください？
Ａ　今だから（若者）思い切って出来ると思う、夢を持って挑戦してください。

Ｑ　あなたのプライベートで、今一番楽しみにしている事を一つ教えて下さい。
Ａ　遅めにデビューしたゴルフです。今はゴルフ人生無しでは考えられません。
　　ゴルフを通じていろんな方々と出会って得たことはたくさんあります。感謝してます。
　　おかげさまで健康です。

「○○の挑戦〜」として農業者・役職員などを紹介しています。
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特　集
～農協の挑戦～

監　　事

川　崎　　進

S27　愛別町愛山町に生まれる
S46　上川高等学校卒業
S48　愛別町役場奉職
H25　愛別町役場退職
H25　愛別町社会福祉協議会事務局
H29　愛別町農業委員
H30　ＪＡ上川中央員外監事

趣味　ゴルフ・旅行

昭和 27年 7月 6日生まれ（満 66歳）



楽しく歌って飲んで　カ～モンベイビー女性部…

愛別支部・上川支部合同宿泊研修を開催
　

森
の
湯
花
神
楽
（
東
神
楽
）
に
お
い

て
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
支
部
合
同
宿
泊
研
修

が
総
勢
30
名
の
参
加
を
頂
き
開
催
し
ま

し
た
。

　

研
修
で
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正

式
種
目
に
な
っ
て
い
る
「
ボ
ッ
チ
ャ
」

の
競
技
体
験
を
館
内
の
ホ
ー
ル
で
行
い

ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
競
技
で
楽

し
く
汗
を
か
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

宴
会
で
の
交
流
会
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ

大
会
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
を
行

い
、
終
始
笑
い
の
た
え
な
い
時
間
を
共

に
過
ご
し
ま
し
た
。

2/4～2/5
JA女性部

ＮＯＳＡＩ道央主催のふれあいスポーツ大会…

第15回レディースボーリング大会に参加
　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
道
央
主
催
の
第
15
回
レ

デ
ィ
ー
ス
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
高
砂
台

ボ
ウ
リ
ン
グ
倶
楽
部
（
旭
川
市
）
で
開

催
さ
れ
、
当
女
性
部
か
ら
も
10
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
管
内
の
女
性
部
員
が
集

ま
っ
た
大
会
は
、
好
プ
レ
ー
に
歓
声
が

上
が
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
の
輪
が
広
が
る
交
流
と
な
り
ま
し

た
。

　

団
体
の
部
で
は
愛
別
支
部
チ
ー
ム
が

見
事
に
優
勝
、
個
人
の
部
で
は
柴
田
美

代
さ
ん
（
伏
古
地
区
）
が
準
優
勝
・
沼

田
志
富
美
さ
ん
（
愛
別
地
区
）
が
４
位

に
輝
き
ま
し
た
。
上
川
支
部
チ
ー
ム
も

健
闘
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
入
賞
と

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

愛別町農業青色申告会が創立40周年!!

第40回　定期総会を開催
　

愛
別
町
農
業
青
色
申
告
会
（
会
長　

久
米
啓
一
）
の
第
40
回
定
期
総
会
が
農

協
本
所
３
階
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
は
、
久
米
会
長
の
挨
拶
に
続
き

来
賓
の
当
Ｊ
Ａ
野
口
組
合
長
よ
り
祝
辞

を
頂
い
た
後
、
平
成
30
年
度
事
業
経
過

報
告
・
収
支
決
算
報
告
並
び
に
平
成
31

年
度
事
業
計
画
・
収
支
計
画
な
ど
を
審

議
し
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
任
期
満
了
に
伴
う
代
議
員
の
改
選

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
当
会
設
立
40
周
年
を
記
念
し

て
、
会
員
全
員
に
記
念
品
が
配
ら
れ
ま

し
た
。
総
会
終
了
後
は
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
終
了

致
し
ま
し
た
。

2/12
青色申告会

1/22
JA女性部
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Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連 

 

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
、
野
球
観
戦
を
通
じ
て
子
供
達
に
夢
や
希
望

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

「
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
・
ド
リ
ー
ム
シ
ー

ト
」
に
協
賛
し
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
福

祉
団
体
を
通
じ
て

名
余
り
の
子
供

達
を
招
待
し
ま
し
た
。

「
初
め
て
野
球
の
試
合
を
見
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。
」
「
声
が
か
れ
る
ほ

ど
応
援
し
ま
し
た
。
」
等
の
感
想
を

い
た
だ
き
、
多
く
の
子
供
達
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会 

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
児
童
養
護
施
設
か
ら
の

卒
業
を
控
え
た
高
校
生
を
対
象
と
し
た
調
理
実
習
体
験

「
お
と
な
の
食
育
」
を
札
幌
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
自
立
支
援
活
動
と
し
て
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
興
正
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

が
共
催
し
て
お
り
、
今
回
で

回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
高
校
卒
業
後
、
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
生
徒
が
多

く
、
施
設
か
ら
巣
立
っ
た
後
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

た
食
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
、
健
康
に
過
ご
し
て
ほ
し

い
と
い
う
趣
旨
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
高
校
生

名
が

参
加
し
、
身
体
に
必
要
な
栄
養
素
や
食
材
の
消
費
・
賞

味
期
限
な
ど
食
の
知
識
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
は
、
調
理

実
習
に
挑
戦
。
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
役
割
分
担
を
し
、

協
力
し
て
楽
し
く
料
理
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連 

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生
命

と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極
的
な
啓

蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌

「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

年

回
発
行
し
て
お
り
、

様
々
な
医
療
・
健
康
情
報
を

発
信
し
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読

く
だ
さ
い
。

ホ
ク
レ
ン 

Ｊ
Ａ
と
ホ
ク
レ
ン
は
労
働
力
確
保
が
深
刻
に
な

り
つ
つ
あ
る
生
産
現
場
と
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加

を
希
求
す
る
福
祉
側
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
指
す

農
福
連
携
研
修
会
を
昨
年

月
、
札
幌
市
内
の
ホ

ク
レ
ン
ビ
ル
で
開
き
ま
し
た
。
大
学
研
究
者
や
実
際

に
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い
る
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
の

他
、
北
海
道
庁
職
員
ら

人
余
り
が
参
加
。
グ
ル

ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
農

福
連
携
の
実
現
に
向
け
た
課
題

と
、
今
後
の
可
能
性
な
ど
に
つ

い
て
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

 

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道 

Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、『
「
こ
ど
も
共
済
」
資
料
請
求

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
Ｗ
ｅ

ｂ
で
「
こ
ど
も
共
済
」
の
資
料
を
ご
請
求
い
た
だ

い
た
方
に
、
『
Ｊ
Ａ
共
済
オ
リ
ジ
ナ
ル

ア
ン
パ

ン
マ
ン
お
食
事
エ
プ
ロ
ン
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

お
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
平
成

年

月

日

水

ま
で
で
、
先
着

名

様
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
Ｊ
Ａ
共
済
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信 

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定

期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
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道
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福

祉
団
体
を
通
じ
て

名
余
り
の
子
供

達
を
招
待
し
ま
し
た
。

「
初
め
て
野
球
の
試
合
を
見
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。
」
「
声
が
か
れ
る
ほ

ど
応
援
し
ま
し
た
。
」
等
の
感
想
を

い
た
だ
き
、
多
く
の
子
供
達
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会 

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
児
童
養
護
施
設
か
ら
の

卒
業
を
控
え
た
高
校
生
を
対
象
と
し
た
調
理
実
習
体
験

「
お
と
な
の
食
育
」
を
札
幌
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
自
立
支
援
活
動
と
し
て
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
興
正
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

が
共
催
し
て
お
り
、
今
回
で

回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
高
校
卒
業
後
、
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
生
徒
が
多

く
、
施
設
か
ら
巣
立
っ
た
後
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

た
食
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
、
健
康
に
過
ご
し
て
ほ
し

い
と
い
う
趣
旨
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
高
校
生

名
が

参
加
し
、
身
体
に
必
要
な
栄
養
素
や
食
材
の
消
費
・
賞

味
期
限
な
ど
食
の
知
識
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
は
、
調
理

実
習
に
挑
戦
。
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
役
割
分
担
を
し
、

協
力
し
て
楽
し
く
料
理
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連 

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生
命

と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極
的
な
啓

蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌

「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

年

回
発
行
し
て
お
り
、

様
々
な
医
療
・
健
康
情
報
を

発
信
し
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読

く
だ
さ
い
。

ホ
ク
レ
ン 

Ｊ
Ａ
と
ホ
ク
レ
ン
は
労
働
力
確
保
が
深
刻
に
な

り
つ
つ
あ
る
生
産
現
場
と
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加

を
希
求
す
る
福
祉
側
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
指
す

農
福
連
携
研
修
会
を
昨
年

月
、
札
幌
市
内
の
ホ

ク
レ
ン
ビ
ル
で
開
き
ま
し
た
。
大
学
研
究
者
や
実
際

に
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い
る
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
の

他
、
北
海
道
庁
職
員
ら

人
余
り
が
参
加
。
グ
ル

ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
農

福
連
携
の
実
現
に
向
け
た
課
題

と
、
今
後
の
可
能
性
な
ど
に
つ

い
て
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

 
Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道 

Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、『
「
こ
ど
も
共
済
」
資
料
請
求

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
Ｗ
ｅ

ｂ
で
「
こ
ど
も
共
済
」
の
資
料
を
ご
請
求
い
た
だ

い
た
方
に
、
『
Ｊ
Ａ
共
済
オ
リ
ジ
ナ
ル

ア
ン
パ

ン
マ
ン
お
食
事
エ
プ
ロ
ン
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

お
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
平
成

年

月

日

水

ま
で
で
、
先
着

名

様
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
Ｊ
Ａ
共
済
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信 

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定

期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2019.35

今月のTopics

ＪＡグループの連合会・中央会の活動内容を紹介、各団体の詳しい内容はＷＥＢサイトをご覧ください。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信
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すろーライフ 2章

　タテのカギ↓

　ヨコのカギ→

　Ａｊｕ（アジュ）と呼ばれる２９歳は大阪生まれの女

性アーティストである。描きたい風景は映像となって頭

に残り０．５ミリのペンを走らせる。

　録画しておいた２０１８年１１月２５日の早朝の番組

に釘付けとなった。大阪の「アジア太平洋トレードセン

ター」をはじめ作品約２０点が展示された展覧会が開催

された。

　彼女の作品は現在企業のポスターにも採用されてい

た。Ａｊｕは会場に顔を見せ、入場者へ感謝の言葉を掛けたいと思った。しかし、彼女にはそのことは

難しすぎることだった。Ａｊｕには医師からアスペルガー症候群の診断が告げられていた。人の顔を見

て話すことが不得手で、長い間人との拘りに悩み続けていた。高校時代には劣等感の塊を感じ、授業中

には集中力に欠け外部の音や景色にだけ心が動いた。遠くに見えるビルディングの窓の数を数えたりし

た。学校自体が地獄に思え、更に最悪なことも考えたりした。

　ここまででは彼女は自分の隠された才能には気付かなかった。大学に進んで出会った女性教員がひと

つの道を切開いた。「助けて」の夜の電話にも暖かく応えてくれた。「九州新幹線」のペン画を教員に見

せた。最大の賛美の言葉を貰った。Ａｊｕの才能を読見取ったのか、大学教員の彼女はその時スケッチ

ブックを一冊手渡した。Ａｊｕは最後のページまで書きたいという一心で「心の街並み」を書き続けた。

そして甘えてその教員の家に転がり込んでしまった。大学卒業までの約束は今も続いている。Ａｊｕの

安住の地になった。

　（せんせい）と彼女の母（母ちん）と呼び合う奇妙な下宿人生活が、Ａｊｕを緻密な線描写アーティス

トに育て上げた。描画の手法が似ている作家には日本には１９７１年に没した放浪の画家「山下清」が

いる。全国各地を精力的に歩いた彼は、色彩豊な日本の原風景画を数多く残した。しかし彼の才能を開

花させたのも、入園していた「八幡学園」の顧問医であった精神病理学者式場の存在がある。

　Ａｊｕや山下の特技に集中する能力は我々凡人を遥かに凌駕し、殺気立ったものすら感じる。Ａｊｕ

も傾倒した山下清の作品に触れる機会は多いが、彼女の作品はまだ少ない。近代都市の描写に視線を向

けた若い女性の感性が、間もなく正当な評価を受ける日がやって来るだろう。

「0.5ミリのペンを走らせる〜Ajuアスペルガー症候群…」

解答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
マ メ マ キ

先月号の
答え
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第
12
回
定
例
理
事
会

（平成31年1月24日現在）

正組合員戸数	 366	戸

総組合員数	 2,445名

　正組合員数	 552名

　　うち団体数	 34団体

　准組合員数	 1,893	名

　　うち団体数	 66団体

1
日	
上
川
町
農
業
団
体
合
同
懇
談
会

	
初
牛
祈
祷
法
要

	

愛
別
町
畜
産
振
興
基
金
定
期
総
会

4
日	

留
萌・上
川
地
区
Ｊ
Ａ
役
員
研
修
会（
旭
川
）

	

Ｊ
Ａ
女
性
部
合
同
宿
泊
研
修（
東
神
楽
）

5
日	

留
萌・上
川
地
区
合
同
監
事
協
議
会
冬
期
研

修
会（
～
６
日　

旭
川
）

	

胡
瓜
栽
培
講
習
会

	

上
川・留
萌
地
区
Ｊ
Ａ
役
員
研
修
会

6
日	

上
川
地
区
青
果
物
取
扱
対
策
会
議（
旭
川
）

12
日	

第
5
回
上
川
地
区
農
協
酪
農
畜
産
対
策
委
員
会（
旭
川
）

	

第
7
回
上
川
地
区
農
協
米
対
策
委
員
会（
旭
川
）

	

第
7
回
上
川
地
区
農
協
組
合
長
会
議（
旭
川
）

	

第
40
回
愛
別
町
農
業
青
色
申
告
会
定
期
総
会

	

上
川
町
畑
作
園
芸
振
興
会
役
員
会

13
日	

南
瓜
講
習
会

14
日	

愛
別
町
そ
菜
振
興
協
議
会
役
員
会

	

Ｊ
Ａ
青
年
部
役
員
会

15
日	

企
画
会
議

18
日	

水
稲・畑
作
講
習
会

	

第
24
回
愛
別
町
米
麦
生
産
振
興
協
議
会
定
期
総
会

20
日	

企
画
会
議

21
日	

第
1
回
定
例
理
事
会

	

第
1
回
監
事
会

	

地
区
別
組
合
長
会
議（
旭
川
）

	

愛
農
機
連
定
期
総
会

22
日	

地
酒「
ふ
し
こ
」を
愛
で
る
夕
べ

	

上
川
管
内
中
央
部
農
協
自
動
車
展
示
会

	

（
～
23
日　

旭
川
）

26
日	

Ｊ
Ａ
青
年
部
定
期
総
会

27
日	

Ｊ
Ａ
女
性
部
上
川
支
部
定
期
総
会

28
日	

合
同
委
員
会

２
月

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

平
成
31
年
１
月
24
日
開
催

■
報
告
事
項

１　

組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て　

　
　

６
名
の
脱
退
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

２　

平
成
30
年
度
草
地
事
業
実
績
報
告
に
つ
い
て

　
　

３
件
の
事
業
内
容
を
報
告
し
た
。

３　

平
成
31
年
度
ク
ミ
カ
ン
資
金(

仮)

供
給
限
度
額
の
設

定
に
つ
い
て

　
　

ク
ミ
カ
ン
運
用
に
伴
う
仮
設
定
つ
い
て
報
告
し
た
。

４　

内
部
審
査
協
議
会
内
部
審
査
実
施
報
告
に
つ
い
て

　
　

購
買
部
（
資
材
・
農
機
燃
料
）
で
実
施
さ
れ
た
監

査
内
容
を
報
告
し
た
。

５　

平
成
30
年
度
資
産
評
価
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

　
　

１
月
24
日
開
催
の
委
員
会
内
容
を
報
告
し
た
。

■
議　
　

事

１　

出
資
持
分
の
譲
渡
に
つ
い
て

　
　

４
件
の
譲
渡
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

２　

組
合
員
の
加
入
報
告
並
び
に
組
合
員
資
格
に
つ
い
て

　
　

２
件
の
加
入
を
報
告
し
、
資
格
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
た
。

３　

平
成
31
年
度
理
事
に
対
す
る
ク
ミ
カ
ン
資
金(

仮) 

供

給
限
度
額
の
設
定
に
つ
い
て

　
　

理
事
の
ク
ミ
カ
ン
運
用
に
伴
う
仮
設
定
つ
い
て
内

容
を
説
明
し
、
13
件
の
利
用
が
承
認
さ
れ
た
。

４　

役
員
報
酬
審
議
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

10
名
の
報
酬
審
議
委
員
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

５　

平
成
31
年
度
内
部
監
査
計
画
及
び
経
営
定
期
点
検

実
施
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

　
　

内
部
監
査
並
び
に
経
営
定
期
点
検
の
実
施
計
画
内

容
を
説
明
し
、
承
認
さ
れ
た
。

６　

全
銀
シ
ス
テ
ム
稼
働
時
間
拡
大
に
か
か
る
振
込
手
数

料
の
設
定
に
つ
い
て　

　
　

全
銀
シ
ス
テ
ム
振
込
手
数
料
の
設
定
内
容
を
説
明

し
、
承
認
さ
れ
た
。

７　

平
成
30
年
度
資
産
評
価
額
の
設
定
に
つ
い
て

　
　

資
産
評
価
委
員
会
結
果
に
基
づ
き
、
評
価
額
の
設

定
が
承
認
さ
れ
た
。。

組合員のうごき

2019.39
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購読のお勧め 

読んで役に立つ！おもしろい！紙面を紹介します。 

●購読のお申し込みについて 

１ヶ月 2,520円（税込み） 

お申込み先：地域振興係（本所：℡6-5315・支所℡2-1113） 

営 業 日 / 営 業 時 間 
 変 更 の お 知 ら せ 

 ○資材店舗（本所・支所）・農機センター   

    土曜 8:30～12:30   営  業 
    

○ホクレン愛別給油所   
   平日・土曜   8：00～18：30 
 
 
   日曜・祝日 8：30～17：30 
 
 
○ホクレン上川給油所 
   平日・土曜 8：00～19：00 
   日曜・祝日 8：00～18：00 
 
 
 期間：平成31年4月１日～10月31日 

 期間：平成31年3月2日～ 

 期間：平成31年4月１日～  9月30日 

 期間：平成31年4月１日～10月31日 

2019.3 10

今月の
　　朝食に…

　上川中央農業協同組合第１１回通常総会を
次の日程により開催いたします。

　　１．開催日時　平成３１年４月４日（木）
　　　　　　　　受付　午前８時３０分
　　２．開催場所　上川郡愛別町本町
　　　　　　　　愛別町総合センター

　※出席対象は、当組合の組合員（正・准組合員）です。
　※議決権は、正組合員のみとなっております。

公　告


